
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成３０年度  須田小学校だより      平成３０年７月 2４日(火) 
 

須田っ子  第５号 

学校教育目標「すすんで心や体をすこやかにする子」 ･SU･ ･DA 
 

脳
に
組
み
込
ま
れ
た
仕
組
み
（
「
ゆ
ら

ぐ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
だ
そ
う
で
す
。 

い
ま
問
題
に
な
っ
て
い
る
「
ゲ
ー
ム

依
存
症
」
は
、「
ゆ
ら
ぐ
」（
ゲ
ー
ム
を

途
中
で
止
め
る
）
こ
と
を
脳
に
さ
せ
な

い
結
果
と
も
言
え
ま
す
。
鉄
道
、
自
動

車
、
飛
行
機
等
、
便
利
と
同
時
に
「
危

険
」
な
発
明
を
し
て
き
た
「
先
輩
の
大

人
」
は
、
完
全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

危
険
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
き
ま
し

た
。
な
ら
ば
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
も
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
出
来
る
は
ず
で
す
。
本
来

も
っ
て
い
る
「
ゆ
ら
ぐ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
再
起
動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

 

そ
の
た
め
の
「
行
動
選
択
」
？ 

 

 

７４
日
間
の
一
学
期
も
、
本
日
で
終

業
と
な
り
ま
す
。
明
日
か
ら
、
本
格
的

な
「
夏
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
一
年

生
の
保
護
者
に
と
っ
て
は
、
「
時
間
を

ど
う
使
わ
せ
る
か
」
悩
み
の
種
だ
と
思

い
ま
す
。
明
日
か
ら
は
、
「
指
定
の
時

間
割
表
」
で
は
な
く
、
『
自
分
の
時
間

割
表
』
で
時
間
を
生
み
出
し
ま
す
。 

こ
の
た
め
に
、
「
時
間
編
集
力
」
の

指
導
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

「
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
」
と

「
し
た
い
こ
と
」
を
、
家
庭
の
時
間
の

流
れ
の
中
に
、
上
手
に
パ
ズ
ル
の
よ
う

に
組
み
合
わ
せ
て
い
く
力
で
す
。
本
号

の
学
校
評
価
結
果
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
十

分
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
習
慣
化
へ
の

機
会
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。
キ
ー
ワ
ー

ド
は
、「
行
動
選
択
」
で
す
。
詳
し
く

は
、
内
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

最
後
に
、
今
後
の
「
学
校
の
行
動
選

択
」
を
お
約
束
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
ご

支
援
へ
の
謝
意
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

「浮いたよ。」「浮いた！」(30.7.17 着衣水泳) 

「
ゆ
ら
ぐ
」 

 

校
長 

内
山 

晋 
 

ル
ー
ル
を
破
る
ア
リ 

 

エ
サ
を
見
付
け
た
ア
リ
は
、
体
か

ら
臭
い
を
出
し
な
が
ら
巣
に
戻
り

ま
す
。
そ
れ
を
頼
り
に
、
仲
間
の
ア

リ
が
エ
サ
へ
と
向
か
い
ま
す
。
ア
リ

の
行
列
は
、
単
純
な
仕
組
み
（
プ
ロ

グ
ラ
ム
）
で
出
来
上
が
り
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
、「
指
定
コ
ー
ス
」
を
外

れ
る
、
ル
ー
ル
無
視
の
ア
リ
が
必
ず

現
れ
る
そ
う
で
す
。
実
は
、
こ
の
ア

リ
が
集
団
を
助
け
る
救
世
主
に
な

る
と
言
う
の
で
す
。
と
言
う
の
も
、

最
初
の
「
指
定
コ
ー
ス
」
が
最
短
と

は
限
ら
な
い
か
ら
で
す
。
非
効
率
に

も
見
え
る
ア
リ
の
行
動
は
、
航
空
シ

ス
テ
ム
に
応
用
さ
れ
、
私
た
ち
人
間

の
空
の
交
通
の
効
率
化
に
貢
献
し

て
い
る
そ
う
で
す
。 

ア
リ
よ
り
も
複
雑
な
行
動
を
す

る
人
間
の
脳
の
中
で
も
、
こ
の
ア
リ

の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
ま
す
。
決
め

た
こ
と
な
の
に
、
別
の
こ
と
に
気
が

取
れ
ら
れ
て
し
ま
う
等
。
こ
れ
も
、

一
つ
の
こ
と
に
集
中
し
過

ぎ
る
「
危
険
」
か
ら
、

人
間
を
守
る
た
め
に
、

    

  

「
単
純
な
脳
、
複
雑
な
『
私
』」
よ
り 

池
谷
裕
二
著 

朝
日
出
版
社
刊
） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 明日から始まる夏休み（７月２５日～９月２日）は、全部で４０日間。朝起きてから寝るま

での時間は、およそ１５時間もあります。この時間を上手に使って欲しいです。時間には切れ

目がありませんから、一日の中に「節目」となるものを位置付けて計画的に過ごしてほしいで

す。 

「からだ」と「こころ」のバランス 

一日の時間の流れに「節目」を！ 

「朝ご飯」を節目に！  
 ６月に５年生の子どもたちと「どんな朝食」がいいの

か学習をしました。その時に、指導したのが、「３つの

スイッチ食材」です。３つをバランスよく朝食に入れ

て、「朝ご飯」を節目に！  （食育担当 ） 

 

緑 おなかスッキリ食材 … 野菜や果物など 
 

黄 あたまスッキリ食材 … ごはんやパンなど 
 

赤 からだバッチリ食材 … 肉や魚、豆食品、牛乳など 

＜家族みんなが関係する食事に！＞ あなたは何ポイントを目標にしますか？ まずは５pt 以上を！ 
 □朝、昼、夕の３食を食べる（１pt）□決まった時間に食べる（２pt）□一品増やす（１pt） 

□野菜のおかずを増やす（２pt） □具沢山の汁物を付ける（２pt）□家族そろって楽しく食べる（５pt） 

□３食、主食・主菜・副菜・汁物をそろえる（５pt） □楽しく食事をする（３pt） 

□よく嚙んで味わって食べる（３pt） □家族みんなで食事の準備（買い物、料理、片付け）（５pt） 

 

 

食
べ
る 

 

読 

む 

「家読（家庭読書）」を節目に！ 
 ７月にようやく須田小学校の図書室の名称が決

定しました。図書委員会の子どもたちが全校にア

ンケートの募集をして選定しました。「本の海図

書館」です。様々な本に触れることで、今まで気

付かなかったことをたくさん発見して欲しいで

す。家庭でも、自分でじっくり考える世界を作り

「節目」に！   （図書館教育担当 ） 

７/１０（火）須童朝会で発表！ 

5 年生たちの感想 
 

・今まで緑スイッチがあまり入っ 

ていなかった。みそ汁に入れて 

もらいます。 

・朝はパンしか食べて 

いなかった。何か挟 

みます。 

・足りない色の食材は、 

自分でも用意します。 

 等々 
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